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「親鸞聖教にみる用語上の特色」-旧訳から新訳へ-
門川 徹真 
公開日: 2010/07/01

731-736,1310

  [ 抄録 ][ 全文PDF (697K) ]

 
真宗伝道に関する一考察
文化的自己観に基づく理論的枠組み
長岡 岳澄 
公開日: 2010/03/09

737-742,1311

  [ 抄録 ][ 全文PDF (606K) ]

 
『歎異抄』第二条の構造について
佐々木 覚爾 
公開日: 2010/07/01

743-749,1311

  [ 抄録 ][ 全文PDF (843K) ]

 
垂名示形論再考
赤渕 弘祐 
公開日: 2010/03/09

750-753,1312

  [ 抄録 ][ 全文PDF (501K) ]

 
親鸞における逆謗闡提論
高瀬 大宣 
公開日: 2010/03/09

754-757,1312

  [ 抄録 ][ 全文PDF (542K) ]

 
初期真宗の教団指導者像
黒田 義道 
公開日: 2010/07/01

758-761,1313

  [ 抄録 ][ 全文PDF (484K) ]

 
親鸞における横超の考察
岡崎 秀麿 
公開日: 2010/03/09

762-765,1314

  [ 抄録 ][ 全文PDF (460K) ]

 
「親鸞教義に於ける『往生論註』性功徳釈の意義」
網代 豊和 
公開日: 2010/03/09

766-769,1314

  [ 抄録 ][ 全文PDF (524K) ]

 
『歎異抄』における「往生をとぐ」という表現につい
て
原田 哲了 
公開日: 2010/07/01

770-775,1314

  [ 抄録 ][ 全文PDF (712K) ]

 
版橈晃全撰『僧譜冠字韻類』所載の「道元伝」考
吉田 道興 
公開日: 2010/07/01

776-783,1315

  [ 抄録 ][ 全文PDF (981K) ]

 
『正法眼蔵』「仏性」巻における「仏性」の意味
石井 清沌 
公開日: 2010/03/09

784-790,1316

  [ 抄録 ][ 全文PDF (726K) ]

 
鈴木正三における「経済倫理」について
笠井 哲 
公開日: 2010/03/09

791-797,1316

  [ 抄録 ][ 全文PDF (716K) ]

 
法然上人二十五霊場と大坂講
山本 博子 
公開日: 2010/03/09

798-803,1316

  [ 抄録 ][ 全文PDF (795K) ]

「日蓮宗」の宗号をめぐる意識について
寛政年間岡山藩での論争を中心に

804-807,1317
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  坂輪 宣政 
公開日: 2010/03/09

  [ 抄録 ][ 全文PDF (530K) ]

 
清沢満之における現在安住について
その時間的側面に関する考察
西本 祐攝 
公開日: 2010/07/01

808-811,1317

  [ 抄録 ][ 全文PDF (630K) ]

 
仏教図像の表現と理論
真鍋 俊照 
公開日: 2010/07/01

812-821,1318

  [ 抄録 ][ 全文PDF (1376K) ]

 
『三国毘尼伝』にみる近世真言律の特徴について
藤谷 厚生 
公開日: 2010/03/09

822-826,1319

  [ 抄録 ][ 全文PDF (588K) ]

 
興福寺蔵『観菩三十講表白』について
多川 文彦 
公開日: 2010/03/09

827-830,1320

  [ 抄録 ][ 全文PDF (535K) ]

 
叡尊における戒理解の特異性 -特に在家仏教徒のため
に-
大谷 由香 
公開日: 2010/07/01

831-834,1320

  [ 抄録 ][ 全文PDF (584K) ]

 
明恵の顕密観
五秘密与五聖同体説を中心に
野呂 靖 
公開日: 2010/07/01

835-838,1321

  [ 抄録 ][ 全文PDF (499K) ]

 
河内国壼井通法寺に就いて
羽曳野市通法寺址の隆光墓碑に因んで
古賀 克彦 
公開日: 2010/07/01

839-843,1321

  [ 抄録 ][ 全文PDF (811K) ]

 
Kalika-purana にみられるサティー伝説
前田 知郷 
公開日: 2010/03/09

863-860,1323

  [ 抄録 ][ 全文PDF (411K) ]

 
ジャイナ教の行伝説話における転輪聖王
山畑 倫志 
公開日: 2010/07/01

868-864,1323

  [ 抄録 ][ 全文PDF (598K) ]

 
日本で発見されたオリヤー語の『マハーバーラタ』に
ついて
Shobha Rani DASH 
公開日: 2010/07/01

872-869,1324

  [ 抄録 ][ 全文PDF (539K) ]

 
マイトラーヤニー・サンヒターにおける átas と átra
の使用法
天野 恭子 
公開日: 2010/07/01

877-873,1325
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  [ 抄録 ][ 全文PDF (546K) ]

 
Veda 文献における sam-sarj/srj の語義について
笠松 直 
公開日: 2010/07/01

882-878,1325

  [ 抄録 ][ 全文PDF (661K) ]

 
放牧の無事を祈願する Yajurveda のマントラと
Rgveda VI 28, 7
西村 直子 
公開日: 2010/07/01

889-883,1326

  [ 抄録 ][ 全文PDF (862K) ]

 
Atharvaveda XIII 2, 2
中村 隆海 
公開日: 2010/07/01

894-890,1327

  [ 抄録 ][ 全文PDF (568K) ]

 
Pali thina-middha-「〓沈・睡眠」, Amg.
thinagiddhi-/thinaddhi- と Vedic mardh/mrdh
阪本(後藤)純子 
公開日: 2010/07/01

901-895,1327

  [ 抄録 ][ 全文PDF (907K) ]

 
ジャイナ教古聖典と Dhammapada
渡辺 研二 
公開日: 2010/07/01

910-902,1328

  [ 抄録 ][ 全文PDF (804K) ]

 
遍是宗法性について
上田 昇 
公開日: 2010/03/09

918-911,1329

  [ 抄録 ][ 全文PDF (850K) ]

 
シヴァ教再認識派の仏教論理学派批判 -想起と知識の
自己認識性をめぐって-
川尻 洋平 
公開日: 2010/07/01

923-919,1330

  [ 抄録 ][ 全文PDF (594K) ]

 
自性の特異性
『倶舎論』に表れる説一切有部の教義学上の基礎概念
齋藤 直樹 
公開日: 2010/03/09

930-924,1330

  [ 抄録 ][ 全文PDF (885K) ]

 
律蔵の成立問題に関する現在の状況
佐々木 閑 
公開日: 2010/03/09

938-931,1331

  [ 抄録 ][ 全文PDF (882K) ]

 
プラジュニャーカラグプタの他我論
小林 久泰 
公開日: 2010/07/01

943-939,1331

  [ 抄録 ][ 全文PDF (644K) ]

 
タイ所伝 Paññasa-jataka 中の Sutadhanu-jataka に
ついて
茨田 通俊 
公開日: 2010/07/01

948-944,1332

  [ 抄録 ][ 全文PDF (650K) ]

 
初期仏典に見られる常住論, 断滅論, 無因論, 及び縁起
説の立場からの批判
仲宗根 充修 
公開日: 2010/07/01

953-949,1333

  [ 抄録 ][ 全文PDF (696K) ]

『阿毘達磨倶舎論』における‘utsutra’ 958-954,1334
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  室寺 義仁 
公開日: 2010/07/01

  [ 抄録 ][ 全文PDF (671K) ]

 
『六度集経』第81話「常悲菩薩本生」と『般若経』
の異相-三十二相八十種好を手がかりとして-
伊藤 千賀子 
公開日: 2010/07/01

964-959,1335

  [ 抄録 ][ 全文PDF (645K) ]

 
『法華経』はなぜ排他的差別的言辞を含むのか?
久保 継成 
公開日: 2010/07/01

970-965,1335

  [ 抄録 ][ 全文PDF (653K) ]

 
シャーキャブッディのアポーハ論解釈の一面について
岡田 憲尚 
公開日: 2010/07/01

976-971,1336

  [ 抄録 ][ 全文PDF (789K) ]

 
梵文長阿含の Tridandi-sutra について
松田 和信 
公開日: 2010/03/09

984-977,1337

  [ 抄録 ][ 全文PDF (782K) ]

 
『中論』における無自性をめぐる五種の探求
(pañcadha mrgyamana)
小澤 千晶 
公開日: 2010/03/09

988-985,1337

  [ 抄録 ][ 全文PDF (549K) ]

 
パーリ律 Nissaggiya 28 と雨季定住生活後の布の贈
与について
藤本 有美 
公開日: 2010/07/01

993-989,1338

  [ 抄録 ][ 全文PDF (615K) ]

 
『現観荘厳論』における173行相
谷口 富士夫 
公開日: 2010/03/09

999-994,1339

  [ 抄録 ][ 全文PDF (609K) ]

 
Panini-Sutra 3.1.123に挙げられるヴェーダ語の
gerundive 語形について
尾園 絢一 
公開日: 2010/07/01

1004-
1000,1339

  [ 抄録 ][ 全文PDF (542K) ]

 
paramita (波羅蜜) の語源・語義について
阿 理生 
公開日: 2010/07/01

1011-
1005,1340

  [ 抄録 ][ 全文PDF (813K) ]

 
初期アビダルマ仏教における「我」の同義語について
齋藤 滋 
公開日: 2010/03/09

1017-
1012,1340

  [ 抄録 ][ 全文PDF (735K) ]

 
唯識思想における増益と損減について-三性説との関
わりを中心として-
薊 法明 
公開日: 2010/03/09

1022-
1018,1341

  [ 抄録 ][ 全文PDF (529K) ]

 
Tattvasmgrahapañjika における Salistambasutra
藤井 真聖 
公開日: 2010/07/01

1027-
1023,1341

  [ 抄録 ][ 全文PDF (641K) ]
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amridaha/amridae 銘像は果して阿弥陀仏を表すに非
ざるか-ガンダーラ彫刻の一碑銘の解釈をめぐって-
岩松 浅夫 
公開日: 2010/07/01

1036-
1028,1342

  [ 抄録 ][ 全文PDF (1084K) ]

 
Bodhibhadra の Samadhisambharaparivarta につ
いて
望月 海慧 
公開日: 2010/03/09

1043-
1037,1343

  [ 抄録 ][ 全文PDF (642K) ]

 
パリッタ儀礼に見られる deva の考察
亀山 健志 
公開日: 2010/03/09

1048-
1044,1343

  [ 抄録 ][ 全文PDF (594K) ]

 
ニカーヤにおける菩薩誕生記事の問題点
天野 信 
公開日: 2010/07/01

1052-
1049,1344

  [ 抄録 ][ 全文PDF (473K) ]

 
中期中観派における自性 (svabhava) 解釈-rang
bzhin と ngo bo nyid 用例を中心に-
那須 真裕美 
公開日: 2010/07/01

1057-
1053,1344

  [ 抄録 ][ 全文PDF (606K) ]

 
経量部をめぐる諸問題 (2)
原田 和宗 
公開日: 2010/03/09

1062-
1058,1345

  [ 抄録 ][ 全文PDF (632K) ]

 
四随相と無限遡及の過失
那須 良彦 
公開日: 2010/03/09

1067-
1063,1345

  [ 抄録 ][ 全文PDF (642K) ]

 
『中辺分別論釈疏』の再校訂のために
第三章真実品えを中心に
金 才權 
公開日: 2010/07/01

1071-
1068,1346

  [ 抄録 ][ 全文PDF (410K) ]

 
不一不異説の系譜
アビダルマから唯識へ
那須 円照 
公開日: 2010/07/01

1076-
1072,1347

  [ 抄録 ][ 全文PDF (615K) ]

 
〈無量寿経〉における仏の〈威〉について
弘中 満雄 
公開日: 2010/03/09

1081-
1077,1347

  [ 抄録 ][ 全文PDF (563K) ]

 
『楞伽経』における分別事識
鄭 有植 
公開日: 2010/03/09

1085-
1082,1348

  [ 抄録 ][ 全文PDF (398K) ]

 
『十地経論』における六相について
金 京南 
公開日: 2010/03/09

1089-
1086,1348

  [ 抄録 ][ 全文PDF (407K) ]

 
『禅定灯明論』漸門派章における「浄居天子会」の引
用について
宮崎 泉 
公開日: 2010/07/01

1096-
1090,1348
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